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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月23日(2008.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　延伸発泡製品の製造方法であって、
　（１）少なくとも１つの高溶融強度ポリプロピレンと少なくとも１つの発泡剤とを、出
口造形オリフィスを有する装置において、溶融混合物を形成するのに十分な温度および圧
力において混合し、前記発泡剤が前記ポリプロピレン全体に均一に分配される工程；
　（２）前記溶融混合物を、発泡を防ぐために少なくとも７ＭＰａの圧力に維持しつつ、
前記溶融混合物の温度を、前記装置の出口において、ニートポリプロピレンの融解温度よ
りも３０℃以上高くない出口温度まで低下させる工程；
　（３）前記混合物を、前記出口造形オリフィスを通って通過させ、前記混合物を大気圧
に暴露し、これによって発泡剤が膨張して気泡形成を引起こし、その結果フォーム形成を
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生じて平均気泡サイズ１００マイクロメートル未満のフォームを製造する工程、および
　（４）前記フォームを延伸する工程、
を含む方法。
　　【請求項２】　前記延伸が、アルファ転移温度またはそれ以上であって、前記ポリプ
ロピレンの融解温度以下において行なわれる、請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】　前記高溶融強度ポリプロピレンが、５０重量％以上のプロピレンモノ
マー単位を含み、かつ１９０℃において２５～６０ｃＮの範囲の溶融強度を有するホモポ
リマーおよびコポリマーを含む、請求項１に記載の方法。
　　【請求項４】　前記ポリプロピレンコポリマーが、プロピレンと、Ｃ３～Ｃ８α－オ
レフィンおよびＣ４～Ｃ１０ジエンから成る群から選ばれるα－オレフィンとのランダム
、ブロックおよびグラフトコポリマーから選ばれる、請求項３に記載の方法。
　　【請求項５】　前記混合物が、発泡剤と、主要量の高溶融強度ポリプロピレンと、副
次量の半結晶質または非晶質ポリマーとのブレンドとを含む、請求項１に記載の方法。
　　【請求項６】　前記押出し工程が、圧力≧２５００ｐｓｉ（１７．２ＭＰａ）におい
て前記混合物を押出すことを含む、請求項１に記載の方法。
　　【請求項７】　さらに、工程（２）の前に、前記化学的発泡剤を活性化するのに十分
な温度まで、前記溶融混合物の温度を上昇させる工程も含む、請求項１に記載の方法。
　　【請求項８】　前記フォームが、延伸前に７０％以上の独立気泡を含む、請求項１に
記載の方法。
　　【請求項９】　前記フォームは、延伸前に、５０マイクロメートル以下の平均気泡寸
法を有する、請求項１に記載の方法。
　　【請求項１０】　延伸前に１００マイクロメートル未満の平均気泡サイズを有する少
なくとも１つの延伸高溶融強度ポリプロピレンフォーム層を含む多層製品。
　　【請求項１１】　さらに、少なくとも１つの熱可塑性フィルム層も含む、請求項１０
に記載の多層製品。
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